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＊ １日（木）太極拳＆お茶っこ会  １０時～１２時 
＊ ４日（日）こども移動図書  １１時～１１時半 
      （仮設駐車場敷地内）    
＊ ７日（水）陽だまりの会  １０時～１２時  
＊１４日（水）陽だまりの会（お花見会）１０時～１２時 
＊１６日（金）移動図書  １０時～１１時半 
＊２２日（木）映画鑑賞  １４時～１６時 
＊２７日（火）オカリナ演奏会  １４時～１５時 
＊２８日（水）陽だまりの会  １０時～１２時 
  ※予定の変更、追加等がありましたら後日連絡致します。 

５月３日（金）～５月６日（火）までお休みとさせて頂きます。 
土・日・祝日にお急ぎの場合のお問い合わせ先は大船渡市役所 
（℡．27－3111）までお願い致します。 

男の子の節句。※女の子は桃の節句。本来、端午（たんご）とは月の始めの午（うま）の 
日をいいますが、旧暦5月5日（現在は新暦5月5日）を端午というように変わりました。 
古代中国では、この日を薬採りの日としていて、薬草を摘んで野遊びをしました。 
菖蒲は、煎じて飲んだりして昔から薬草として使われていたそうです。 
男の子の節句とされるまでは、厄病を祓う節句で「菖蒲の節句」とも呼ばれています。 
5月は悪月（あくげつ）、物忌みの月とされ、その邪気を祓うために菖蒲を浸した酒を飲
んだり、蓬（よもぎ）を軒につるして粽（ちまき）を食べたりしました。 
平安時代は宮中の儀式でしたが、江戸時代になって、3月3日の女の子の節句と対応させ
て、菖蒲が尚武と同じ音であることから男の子の節句になり、江戸幕府の公式行事となり
ました。 

＊過ごし方・お祝いの仕方＊ 

端午（たんご）の節句『こどもの日』 

・五月人形・鯉のぼりを飾る。 ※４月の中旬までに飾りましょう。 
・柏餅・粽をいただく。   ・菖蒲湯に入る。 
・初節句の場合は、両家の祖父母を招いてお祝いをする。 

事業へお気づきの点やご意見を承ります。コールセンターフリーダイ
ヤル（℡．0120 – 628 – 638）までお願いいたします.。 
        ※平日8：30～17：30 

5月11日（日）  
  母の日 

感謝を込めて
お祝いしま
しょう！！ 


